苅田町における男女共同参画の推進に係る意見書
平成２４年３月２２日に開催された「苅田町男女共同参画審議会」において、苅田町男女共同参画行動計画〔後期〕（平成２０年３月策定）に基づき、平成２３年度事業の実施状況報告について、別紙のとおり審議会としての意見を取りまとめたので、本意見が町政運営に当たり十分尊重されることを希望し、提出いたします。
平成２４年３月３０日
苅田町長　吉　廣　啓　子　　様
苅田町男女共同参画審議会
会　長　喜多 加実代
別　紙
1． 男女共同参画社会実現のための教育･学習･啓発の推進について
（１）職場内研修の実施について、年に２回の人権研修を実施し、うち１回を男女共同参画に関するものを行うようになっているが実施できていないようである。今年度実施の苅田町男女共同参画社会に関する意識調査（以下意識調査）の結果からも町職員の十分な研修啓発の実施を期待する。
（２）教育分野の啓発について、研修会等の開催が未実施となっているが、教育や保育にかかわる担当課と男女共同参画の担当課との連携が重要である。意識調査からもドメスティック･バイオレンスなどの暴力の防止については早い時期からの啓発が重要とする意見や男女平等の意識を育てる授業をすることが必要とする意見が半数を超え、町民からも教育に期待するところが大きいことがわかってきた。庁内で十分な情報交換を行い、教育の場に対して研修の機会を提供することを期待する。
２．暴力の根絶と健康の確保の推進について
（１）意識調査の結果から庁内でのセクシュアル・ハラスメントについて、直接被害を受けたり、被害を見聞きした人の数がほかの調査に比べても高い。人権擁護の意識が低いのではないか、職場内の研修の方法に問題がないか検証し、改善されることを期待する。
（２）検診の受診率について、受診率を上げる工夫をしているようだが、さらに男女別に受診者数の統計をとるなど、社会の多様化にあわせた細かい分析が重要になってくることを意識して取り組んでもらいたい。
３．生活の場における男女共同参画の推進について
（１）審議会等の女性委員の登用について、今回の非常に細かい資料を見て、女性委員を登用できる余地があるところもあるが、あて職などにより難しいと感じるところもあった。しかしながら資格を問わず町民から１名とするならば、せめて２名に枠を増やし、男女１名ずつ採用するなどしていかないと登用に繋がらない。担当課による工夫も期待する。
（２）女性委員の登用は、町政に女性の意見を上げるだけでなく、逆に町の政策･方針の決定過程で何が行われているか、女性の声で地域に知らせる効果もある。女性自身に力をつけてもらう上でも重要な取り組みと考える。
（３）女性職員の登用について、「雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律」においても積極的格差是正は差別的取り扱いではないとされているにもかかわらず、現状分析を行わないままでいるのは、解決に向けた努力の姿勢が見られない。改善を強く期待する。
４．推進体制の充実について
（１）育児休業等の取得について、父親の取得が伸びてこない。特別休暇どころか有給すら取りづらい職場環境になっていないか、確認する必要がある。心身の健康を維持し、仕事への活力を養うためにもワークライフバランスの観点から対策を図るべきである。男女共同参画の課題というよりは、管理監督上の問題である。改善を強く期待する。
５．苅田町男女共同参画社会に関する町民意識調査結果について
（１）一般町民、青少年、教職員、町職員と４種類の調査を行い、それぞれの特色がよく現れた結果となっている。経年にわたっての調査で、少しずつではあるが着実に男女共同参画社会の推進ができていることが、数字に表れ大変わかりやすい。結果を生かして今後の方向性を打ち出してもらいたい。
（２）町職員の意識調査の結果については、男女の意識の格差が見える。特に職場でのセクシュアル・ハラスメントは、模範的職場環境であるべきところにもかかわらず、残念な結果であることを重く受け止め、庁内全体で改善に努力してもらいたい。
